
第１回 がんゲノム医療中核拠点病院（仮称）等の指定要件 

に関するサブワーキンググループ 

議事次第 

 

 日 時：平成２９年８月２３日（水）１５：００～１７：００ 

 場 所：厚生労働省 ９階 省議室 

 

１ 開 会 

２ 議 題 

（１） 座長の選出について 

（２） がんゲノム医療の提供体制について 

（３） その他 

 

【資料】 

資料１ がんゲノム医療中核拠点病院（仮称）等の指定要件に関する 

サブワーキンググループ開催要綱 

資料２ がんゲノム医療の提供体制について 

資料３ 「がんのゲノム医療提供体制構築のための基準策定に関する研究」班（中釜班）報告 

（土原構成員提出資料） 

資料４ 検体検査の立場から（佐々木構成員提出資料） 

資料５ がんゲノム医療取り組みの現状～九州大学の現状と課題・提言～ 

（中西構成員提出資料） 

資料６ がんゲノム医療中核拠点病院（仮称）における遺伝性腫瘍診療体制について 

（小杉構成員提出資料） 

資料７ がんゲノム医療中核拠点病院（案）の指定要件の考え方 

 

参考資料１ 第３期がん対策推進基本計画案（案） 

参考資料２  がん診療連携拠点病院等の整備について 

（平成２６年１月１０日 付 健 発 0110 第 7 号厚 生労 働 省 健康 局 長通 知） 

参考資料３ ワーキンググループの議論の進め方（案） 

（平成２９年８月２３日 第１回 がん診療 連携 拠 点病 院 等の指定 要 件に関する WG 資 料４） 
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「がんゲノム医療中核拠点病院（仮称）等の指定要件に関するサブワーキンググループ」 

開催要綱 

 

１． 趣旨 

がんゲノム医療を提供するために必要な機能や役割、具体的な計画を検討するために

開催された、「がんゲノム医療推進コンソーシアム懇談会」において、がんゲノム医療提

供体制の構築に当たっては、通常のがん医療とがんゲノム医療とを一体として提供する

ため、がんゲノム医療中核拠点病院（仮称）（以下「がんゲノム中核拠点」という。）を

がん診療連携拠点病院等（以下「拠点病院等」という。）の仕組みに位置づけ、段階的に、

全ての都道府県でがんゲノム医療の提供が可能となることを目指すこととされた。 

拠点病院等の指定要件については、「がん診療連携拠点病院等の指定要件に関するワー

キンググループ」において検討されているところであり、がんゲノム中核拠点の指定要

件についても検討することとしているが、これらを専門的に議論するため、同ワーキン

ググループの下に「がんゲノム医療中核拠点病院（仮称）等の指定要件に関するサブワ

ーキンググループ」を設置し、検討結果をワーキンググループに報告することとする。 

 

２． 検討事項 

（１）がんゲノム医療中核拠点病院（案）の指定要件について 

（２）がんゲノム医療の提供体制について 

（３）その他必要な事項 

 

３． その他 

（１）本サブワーキンググループは厚生労働省健康局長が別紙の構成員の参集を求めて

開催する。 

（２）本サブワーキンググループには、構成員の互選により座長をおき、サブワーキング

グループを統括する。 

（３）本サブワーキンググループには、必要に応じ、別紙構成員以外の有識者等の参集を

依頼することができるものとする。 

（４）本サブワーキンググループは、原則として公開とする。 

（５）本サブワーキンググループの庶務は、健康局がん・疾病対策課が行う。 

（６）この要綱に定めるもののほか、本サブワーキンググループの開催に必要な事項は、

座長が健康局長と協議の上、定める。 

（７）本サブワーキンググループで得られた成果は、「がん診療連携拠点病院等の指定要

件に関するワーキンググループ」に報告する。 
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別紙 

 

「がんゲノム医療中核拠点病院（仮称）等の指定要件に関するサブワーキンググループ」  

構成員名簿 

 

 

石川 俊平 国立大学法人東京医科歯科大学 難治疾患研究所  

ゲノム応用医学研究部門 ゲノム病理学分野 教授 

 

小杉 眞司  国立大学法人京都大学大学院医学研究科 社会健康医学系専攻  

医療倫理学・遺伝医療学 教授 

 

佐々木 毅 国立大学法人東京大学 医学部 人体病理学・病理診断学 准教授 

 

土原 一哉  国立研究開発法人国立がん研究センター 先端医療開発センター  

ゲノムトランスレーショナルリサーチ分野 分野長 

 

中西 洋一  国立大学法人九州大学大学院医学研究院 臨床医学部門内科学講座  

呼吸器内科学分野 教授 

 

西田 俊朗 国立研究開発法人国立がん研究センター中央病院 病院長 

 

山口 俊晴  公益財団法人がん研究会有明病院 病院長 

 

 

（五十音順・敬称略） 
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第２回 がんゲノム医療中核拠点病院（仮称）等の指定要件 

に関するサブワーキンググループ 

議事次第 

 

 日 時：平成 29 年９月 11 日（月）13：00～15：00 

 場 所：全国都市会館 ３階 第２会議室 

 

１ 開 会 

２ 議 題 

（１） 小児がんにおけるゲノム医療について 

（２） 臨床研究中核病院について 

（３） がんゲノム医療中核拠点病院（案）等の指定要件について 

（４） その他 

 

【資料】 

資料１ 第 1 回サブワーキンググループでの主なご意見 

資料２ 小児がんにおけるがんゲノム医療（加藤構成員提出資料） 

資料３ 臨床研究中核病院について（医政局研究開発振興課） 

資料４ がんゲノム医療提供体制における連携のあり方について 

資料５ がんゲノム医療中核拠点病院（案）等の指定要件（案） 

 

参考資料１ がんゲノム医療中核拠点病院（仮称）等の指定要件に関する 

サブワーキンググループ開催要綱 

参考資料２  がん診療連携拠点病院等の整備について 

（平成 26 年１月 10 日付健発 0110 第 7 号厚生労働省健康局長通知） 

参考資料３ 小児がん拠点病院等の整備について 

（平成 26 年２月５日付健発 0205 第４号厚生労働省健康局長通知） 

参考資料４ これまでの小児がん拠点病院の指定について 

（平成 29 年１月６日 第７回小児がん拠点病院の指定に関する検討会 資料２） 

参考資料５ 医療法の一部改正（臨床研究中核病院関係）の施行等について 

（平成 27 年３月 31 日付医政発 0331 第 69 号厚生労働省医政局長通知） 

参考資料６ ワーキンググループの議論の進め方 

 

 



第１回サブワーキンググループでの主なご意見 
 

【がんゲノム医療提供体制について】 
 がんゲノム医療中核拠点病院（案）およびがんゲノム医療連携病院（案）に
ついては、がん診療連携拠点病院等（2017年４月１日現在 434カ所）のみ
ではなく、小児がん拠点病院（同 15カ所）も含めた中から指定することを
検討すべきではないか。 
 

【がんゲノム医療中核拠点病院（案）の指定要件について】 
①パネル検査を実施できる体制（外部機関への委託含む） 

 検査の安全性や精度管理の観点から、外部認定を取得することが要件として
必要ではないか。 

 遺伝子検査室については、現時点では国内の外部認定は存在しないが、米国
の基準をそのまま適応するのは困難ではないか。 

 臨床検査室や病理検査室については、外部認定を取得すべきではないか。 
 外部認定については、申請時に取得できていない施設については段階的に取
得することを求めるなど、時限的な措置も考慮してはどうか。 

 外部委託先の検査機関についても、品質保証のために外部認定を取得してい
ることが必要ではないか。 

②パネル検査結果の医学的解釈可能な専門家集団 
 エキスパートパネルには、診療を担当している医師の参加も必要ではないか。 
 エキスパートパネルの責任者の設置が必要ではないか。 
 構成員については、各学会の専門医等の有資格者を想定すべきではないか。 
 （中医協にて議論すべき部分であるが）エキスパートパネルについて診療報
酬での評価も検討が必要か。 

③遺伝性腫瘍等の患者に対して専門的な遺伝カウンセリングが可能 
 遺伝カウンセリングの専門家については、特に腫瘍性疾患の専門家が少ない
ことから、段階的な要件とすべきではないか。 

 遺伝カウンセリングの専門家の養成についても、がんゲノム医療中核拠点病
院（案）で担う必要があるのではないか。 

 二次的所見の対応方針については、現在作成中のガイドラインを参照しては
どうか。 

④パネル検査等の対象者について一定数以上の症例数を有している 
 がん診療連携拠点病院等であれば、十分な症例数を有しているのではないか。 
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⑤パネル検査結果や臨床情報等について、セキュリティが担保された適切な方

法で収集・管理することができる。 
 「がんゲノム情報管理センター（仮称）」については、国立がん研究センタ
ーに設置することが適当ではないか。 

 データの管理については、取扱うデータの範囲や取扱い方法について明文化
すべきではないか。 

⑥手術検体等生体試料を新鮮凍結可能な体制 
 日本病理学会が発行する予定の「ゲノム診療用病理組織検体取扱い規程」を
参考に、検体取扱の手順を定めることを求めてはどうか。 

 検体取扱の講習などを受講した検査技師である認定病理検査技師等の配置
を要件とすることを検討してはどうか。 

 バイオバンクの整備について、診療科や講座ごとではなく病院一体とした整
備が必要ではないか。 

⑦臨床試験・治験等の実施について適切な体制と一定の実績 
 臨床研究や治験の精度保証が必要ではないか。 
 医療安全の確保の観点から、臨床研究中核病院あるいは特定機能病院といっ
た安全性が担保された施設であることが妥当ではないか。 

 副作用のリスクに対する対応やデータ信頼性の対応、プロトコル作成ができ
る体制が必要であるという点で、臨床研究中核病院あるいはそれに準じた体

制が必要ではないか。 
⑧医療情報の利活用や治験情報の提供に関する患者窓口 

 患者の窓口については、ワンストップで解決していくような体制を整備すべ
きではないか。 

⑨その他 
 がんゲノム医療中核拠点病院（案）は、人材育成の機能が必要ではないか。 
 整備に当たっては、地域性を secondaryとして考慮すべきではないか。 
 がんゲノム医療中核拠点病院（案）は、がんゲノム医療連携病院（案）に対
する指導や診療支援、研究支援の役割を担うべきではないか。 

 将来的にはがんゲノム医療中核拠点病院（案）だけではなく、がんゲノム医
療拠点病院（案）にも人材育成の役割を広げていくべきではないか。 

 



1

TAM

35.9%35.9%

7.2%7.2%

14.9%
6.6%

5.8%

5.9%

5.3%

3.8%3.8%

3.2%

n=990/
n=1082/

2

15 6

32.3%32.3%

24.6%

25.7%

142

•
•

3

•

•
•

•

JPLSG/JNBSG/JRSG
JPBTC/JPLT/JWiTS/JESS

•
•
• MRD
•

90%
→ 4



•

•

•
•

5

•

•

•

•

ETV6-RUNX1

BCR-ABL1

IgH-MYC

NPM-ALK
MYCN
H3F3A
BRAF-KIAA1549
PAX3-FKHR
EWS-FLI1
SMARCB1

6

•

•

•
•
•

•

•

•
•

7

•

•
•

•

8



1 2

78.3 31 33 14.3

3 4



10 15

5 6

7 8



9

•

•

•

•
•
•
•
•
•
•

,

10

·
·
· 11 12



1 2

1

H29.8.23

4



5

•

•

6

7

500
400
1,000

200

8



9

B

SWG



1

3 4



5 6

7 8



9

11 12



13 14

15

•

• •

16



•

•

•

•

•

•

•

•

•

17


	第1回1.議事次第
	第1回2.がんゲノム医療中核拠点病院（仮称）等の指定要件に関するサブワーキンググループ開催要綱
	第1回3.がんゲノム医療の提供体制について
	第1回4.「がんのゲノム医療提供体制構築のための基準策定に関する研究」班（中釜班）報告
	第1回5.検体検査の立場から
	第1回6.がんゲノム医療取り組みの現状～九州大学の現状と課題・提言～
	第1回7.がんゲノム医療中核拠点病院（仮称）における遺伝性腫瘍診療体制について
	第1回8.がんゲノム医療中核拠点病院（案）の指定要件の考え方
	第2回1.議事次第
	第2回2.第1回サブワーキンググループでの主なご意見
	第2回3.小児がんにおけるがんゲノム医療
	第2回4.臨床研究中核病院について
	第2回5.がんゲノム医療提供体制における連携のあり方について
	第2回6.がんゲノム医療中核拠点病院（案）等の指定要件（案）



